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心の相談事業

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 主管課 障害者支援課

会計 小事大事

01

目項

03 01 02 01 55

対象

今でも精神科に通院するに当たって、抵抗を感じる者も多く、症状が精神疾患によるものか
判断に困り悩みを抱える者もいる。そうした精神疾患の疑いのある者やその家族を対象に専
門医による相談事業を実施し、市民の心身の健康づくりを支援する。

平成１４年４月に精神保健に係る事務事業が県から移管され、それまで保健所が行っていた
業務を市で行うこととなり、障害者支援課内に相談室を設け専門医による相談を開始。広
報、パンフレット等による啓発活動を行っている。

精神疾患の早期発見や早期治療につなげ、これらの悩みや
不安の解消もしくは軽減されるようにする。

主管課長小西　和典健康で明るい暮らしづくり

名　　称 平成2６年度 平成2７年度 平成2８年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市内在住の精神疾患または
その疑いで悩んでいる本人
及び家族

意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

相談者数 26 32 34 人 →→

平成2７年度

446,400 446,400

0.30

545,600

446,400 446,400 545,600

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

1,413,800 1,500,600 2,605,100

平成2６年度 平成2８年度

967,400 1,054,200 2,059,500

0.14 0.14

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ａ　必要性が高まると
考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切であ
る

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

ＰＲが不足すると本事業の相談利用回
数が低下する。

④今後の
改善計画

ＰＲのため、広報、ホームページ、パ
ンフレットを設置し、周知と利用の促
進を図っていく。また、市内３か所の
相談支援事業所と連携を図る。

①今年度
(H28)の
改善計画

②今年度
(H28)に
実施した
取組

市民への心の相談事業の周知を図る。

窓口に「心の相談のしおり」を置きPR
に努め利用の促進を図った。また、電
話等でのメンタル相談については、心
の相談利用につながるように促すよう
にした。


